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愛知県東三河地域のコムギ作圃場における 

播種前耕起と除草剤によるネズミムギの体系防除 
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摘要*：愛知県東三河地域のコムギ連作圃場において、播種前耕起と除草剤によるネ

ズミムギの防除体系を検討した。前年作の発生程度が「甚」の圃場においても播種18

～28日前の耕起－播種前のジクワット・パラコート液剤処理－播種後出芽前の土壌処

理型除草剤(エスプロカルブ・ジフルフェニカン乳剤)－コムギ2葉期のプロスルホカ

ルブ乳剤による防除体系(体系1)でネズミムギを防除できることが明らかとなった。

また、前年作の発生程度が「多～中」の圃場では体系1から播種18～28日前の耕起を

省略し、播種前のジクワット・パラコート液剤処理と土壌処理型除草剤の体系処理

(体系4)、前年の発生程度が「少」より少ない圃場では体系4からさらにコムギ2葉期

の土壌処理型除草剤を省略した体系5によりネズミムギが防除できることが明らかと

なった。体系1は播種18～28日前耕起の実施により播種遅延を伴うが、播種量を増量

することによりコムギの子実重が381～461 g/㎡確保できた。 

*原文には「摘要」がないため、新たに抜粋・要約した。 
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